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研究会の紹介
有機・高分子材料中性子構造解析研究会

図1　中性子による金属錯体の構造解析例

中性子実験装置の紹介

●J-PARC/MLF
BL02「ダイナミクス解析装置（DNA）」

図1　ダイナミクス解析装置（DNA）における測定の概念図 図2　高分解能と低ノイズを確認したデータ
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図２　D1実験装置の外観

図1　ミュオンビームの作り方

●ミュオン
「中性子」から「中性子＋中間子」へ、ミュオン素粒子を用いた材料解析
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J-PARC/MLFの2013Aにおける課題採択状況

図1　2013Aにおける採択課題の申請元分類と装置別利用状況

表1　2013Aにおける産業利用採択課題

iBIX

BL

低エネルギー
チョッパー装置
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ビームライン 分類 実験責任者 実験責任者所属機関
BL08　超高分解能粉末回折装置「SuperHRPD」

J-PARC
一般公募

岩井広幸 ノリタケカンパニー

BL10　中性子源特性試験装置「NOBORU」
今川尊夫 日立製作所
玉置昌義 玉置記念研究所

BL15　大強度型中性子小中角散乱装置「大観」

雨宮一樹 トヨタ自動車
久米卓志 花王
八木康洋 日立化成
杉浦崇之 デンソー
平野辰巳 日立製作所
野田実希 住友ベークライト

BL16　高性能試料水平型中性子反射率計「SOFIA」

鈴木卓也 三菱化学科学技術研究センター
佐々木裕 東亜合成
濱松　浩 住友化学
丹治範文 花王

BL19　工学材料回折装置「匠」
本橋裕之 東京ガス
鈴木環輝 新日鐵住金
王 昀 日立製作所

BL20　材料構造解析装置「iMATERIA」 茨城県
一般公募

笹川哲也 東芝
野崎　洋 豊田中央研究所

BL02　ダイナミクス解析装置「DNA」
共用法装置
トライアル
ユース制度

原　洋樹 アイシン精機

BL15　大強度型中性子小中角散乱装置「大観」
増田健一 クレハ
南部宏暢 太陽化学

BL17　垂直型中性子反射率計「SHARAKU」 江畑研一 旭硝子



図２　J-PARC/MLFにおける2008から2013Aにおける課題採択の推移

単結晶中性子回折による有機-無機複合化合物C4H8ONH2-PbBr3の結晶構造解析
●J-PARC

研究トピックス

参考文献
[1]  T. Kawasaki, et al., J. Phys. Soc. Japan, 81 (2012) 094602

図２　mpH-PbBr3の状態密度

図1　mpH-PbBr3の結晶構造
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図1　SAXS、SANS、LS測定より得られた7wt%12-HSA/
トルエンゲルの階層構造 

光学活性を有する低分子ゲル化剤のらせん凝集における階層構造
●JRR-3

中性子回折法を用いたBi系酸化物超電導線材の非破壊分析
●茨城県ＢＬ

図１　Bi系超電導線材の原料粉末および圧延工程前後の線材試料
の中性子回折スペクトル
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図２　中性子回折パターン 図4　水素置換の有無による回折パターンの比較

図3　単分子形状および水素位置図1　分子パッキング

有機低分子材料の結晶構造解析
●トライアルユース制度

参考文献
[1]  Altomare, et al., J. Appl. Cryst. （2009）. Vol.42, 1197-1202.    
[2] F. Izumi and T. Ikeda, Mater. Sci. Forum, Vol.321-324 
（2000） 198. 
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●平成25年度総会・平成24年度成果報告会

日時：平成25年7月22日（月）13:00～17:30
場所：秋葉原コンベンションホール
　平成25年度の総会のあと、平成24年度成果報告会を開催します。
報告会においては、J-PARCや茨城県BLなど施設側の現況報告に続い

て、産業界による中性子実験装置の利用成果を中心に研究成果を6件
紹介していただく予定です。新しい広い会場での開催となります。多く
の会員企業の皆さまのご出席をお願い致します。

お 知 ら せ

研 究 会 活 動 報 告
●第６回ソフトマター中性子散乱研究会

12月21日（火）に研究社英語センターにおいて、茨城県中性子
利用促進研究会、J-PARC/MLF利用者懇談会およびCROSS東海と
共催、SPring-8利用推進協議会の協賛で第6回ソフトマター中性子
散乱研究会を開催しました。今回は、「高分子を中心としたソフトマ
テリアルの構造研究におけるJ-PARC積極的有効利用法を探る」を

テーマに、分子材料の構造研究においてJ-PARC施設の積極的利用
がいかに有効であるのか、また、どのような利用方法が可能である
のかを探るために開催しました。講演が6件あり、最後に、高分子
とJ-PARCの関わりについてのオープンディスカッションも行いまし
た。36名の参加者があり、活発な質疑と議論がありました。

●第７回ソフトマター中性子散乱研究会

2月28日（木）に研究社英語センターにおいて、茨城県中性子利
用促進研究会、J-PARC/MLF利用者懇談会およびCROSS東海と共
催、SPring-8利用推進協議会の協賛で第7回ソフトマター中性子散
乱研究会を開催しました。今回は、「散乱と顕微鏡（難解な散乱を実

空間イメージへ）」をテーマに、透過電子顕微鏡やＸ線ＣＴなどによる
実空間像と中性子小角散乱との相補性について議論しました。50名
の参加者があり、活発な質疑と議論がありました。

●磁性材料研究会

3月1日（金）に連合会館において、中性子産業利用推進協議会、
茨城県中性子利用促進研究会およびCROSS東海の共催、SPring-8
利用推進協議会の協賛で「平成24年度磁性材料研究会」を開催しま
した。今回は、「希少金属供給問題で注目を浴びる希土類永久磁石
材料の省希土類元素あるいは希土類元素フリーの高性能磁石の開
発」をテーマに開催しました。磁石材料に関係するJ-PARC/MLFに
設置された中性子分光器や放射光を使った研究の現状に関する4件
の発表に加え、 2件の施設報告があり、33名の参加者により活発な
議論が行われました。

●電池材料研究会

3月8日（金）に京都大学東京オフィスにおいて、中性子産業利用
推進協議会、茨城県中性子利用促進研究会およびCROSS 東海の共
催、SPring-8利用推進協議会の協賛で「平成24 年度電池材料研究
会」を開催しました。
今回は、J-PARC/MLF に設置されている茨城県材料構造解析装
置（iMATERIA）や超高分解能粉末回折装置（SuperHRPD）、ならび
に、新しく整備されたRISINGプロジェクトの電池専用回折装置
BL09（SPICA）の現状と概要を紹介していただくとともに、これらの
回折装置を利用して行われた電池材料の結晶構造と電池特性との関
連について成果を報告していただきました。全部で9件の発表があり、
50名の参加者により活発な議論が行われました。

講 習 会 報 告
●中性子実験技術基礎講習会（レベル１講習会）

2月27日（水）に研究社英語センターにおいて、日本中性子科学
会と主催し、J-PARCセンターと原子力機構量子ビーム応用研究部門
と共催で、「中性子実験技術基礎講習会（レベル１講習会）を開催し
ました。中性子の基礎と単結晶構造解析、中性子の産業利用、粉末
構造解析、小角散乱（基礎と応用）、反射率測定、残留応力測定、ラ

ジオグラフィ、即発ガンマ線分析の9件のテーマで講義を行いました。
今回は合計19名の受講者がありましたが、そのうち企業からの受
講者が11名と過半数を超え、講師陣にとりましても、遣り甲斐があ
りました。講義においても基礎的な質問が多数ありました。
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